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第
一
節　

福
野
夜
高
曳
山
行
事
の
音
空
間

福
野
夜
高
曳
山
行
事
で
は
、
行
燈
を
先
導
す
る
勇
壮
な
夜
高
太
鼓
、
行
燈
練
り

廻
し
に
欠
か
せ
な
い
夜
高
節
や
拍
子
木
の
音
、
そ
し
て
曳
山
や
庵
屋
台
と
と
も
に
奏

さ
れ
る
庵
唄
と
い
っ
た
音
の
世
界
が
、
行
事
の
進
行
に
伴
い
、
様
々
な
様
相
で
表
出

さ
れ
る
。
祭
り
の
三
日
間
、
街
は
祝
祭
の
多
様
な
音
の
時
空
間
と
し
て
彩
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
五
月
一
日
の
宵
祭
り
及
び
二
日
の
例
祭
に
お
け
る
大
行
燈
練
り
廻

し
を
核
と
し
た
華
麗
で
動
的
な
音
空
間
と
、
続
く
三
日
に
挙
行
さ
れ
る
神
輿
渡
御
や

曳
山
巡
行
、
庵
屋
台
に
伴
う
優
美
で
厳
か
な
楽
の
模
様
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
は
五

月
二
日
夜
の
大
行
燈
の
す
れ
違
い
に
伴
う
「
引
き
合
い
（
け
ん
か
）
」
を
頂
点
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
、
行
燈
を
曳
き
回
す
若
衆
の
声
や
拍
子
木
の
音
、
伴
う
夜
高

節
、
夜
高
太
鼓
の
高
揚
感
、
後
者
は
三
味
線
や
笛
太
鼓
に
の
っ
て
歌
わ
れ
る
庵
唄
や

流
れ
聞
こ
え
る
お
囃
子
、
神
輿
渡
御
に
伴
い
奏
さ
れ
る
笛
・
太
鼓
、
町
内
を
巡
る
曳

山
の
軋
み
音
の
情
緒
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
ず
、
夜
高
曳
山
行
事
の
音
空
間
に
つ
い
て
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
及
び

令
和
五
年
の
事
例
を
中
心
に
、
そ
の
全
体
像
を
時
系
列
に
沿
っ
て
書
き
記
す
。

第
一
項　

五
月
一
日
（
宵
祭
り
）

福
野
神
明
社
で
の
安
全
祈
願
祭
、
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
練
習
（
写
真
１
）
、
献
灯
式
、

四
つ
角
で
の
裁
許
会
な
ど
の
行
事
が
粛
々
と
行
わ
れ
た
後
の
夕
刻
、
各
町
で
行
燈
の

出
陣
式
が
行
わ
れ
、
行
燈
練
り
廻
し
が
始
ま
る
。
重
量
の
あ
る
大
行
燈
を
安
全
に
曳

き
出
す
に
は
、
周
知
の
手
順
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）

七
津
屋
の
場
合
、
本
頭
一
人
、
頭
四
人
、
計
五
人
の
若
衆
頭
の
リ
ー
ド
に
よ
り
行
燈

の
運
行
が
な
さ
れ
る
。
出
発
の
儀
式
の
後
、
行
燈
の
前
に
位
置
し
た
本
頭
の
「
出
す

ぞ
ー
」
の
掛
け
声
の
後
、
若
衆
頭
の
「
ノ
ー
ノ
」
の
合
図
と
な
り
、
手
に
持
つ
拍
子

木
が
乱
打
さ
れ
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
曳
き
手
の
若
衆
は
行
燈
の
台
棒
・
横
棒
を
持

ち
上
げ
る
。
次
の
「
ノ
ー
ノ
」
の
掛
け
声
と
拍
子
木
の
乱
打
を
合
図
に
行
燈
が
引
き

出
さ
れ
る
。
若
衆
頭
の
「
ヨ
イ
ヤ
サ
」
の
掛
け
声
に
一
同
が
「
ヨ
イ
ヤ
サ
」
と
応
え

る
中
、
行
燈
が
動
き
出
す
。
そ
の
後
、
拍
子
木
の
拍
に
合
わ
せ
て
若
衆
頭
が
夜
高
節

の
歌
詞
冒
頭
三
文
字
程
度
を
歌
い
出
す
と
、
続
い
て
一
同
も
唱
和
し
、
歌
い
な
が
ら

の
練
り
廻
し
と
な
る
。
こ
の
時
、
夜
高
太
鼓
が
笛
の
音
を
伴
い
打
ち
始
め
ら
れ
、
行

燈
を
先
導
す
る
。
な
お
、
行
燈
の
停
止
の
際
は
、
拍
を
と
っ
て
い
た
拍
子
木
が
乱
打

さ
れ
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
示
す
る
。

各
町
内
を
出
発
し
た
大
中
小
の
行
燈
は
、
一
八
時
三
〇
分
頃
に
は
、
銀
行
四
つ

角
を
中
心
と
し
た
四
つ
の
通
り
に
勢
揃
い
す
る
。
行
燈
の
先
頭
に
位
置
す
る
裁
許
が

黙
し
て
向
き
合
い
、
厳
粛
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
夜
高
太

鼓
の
打
音
と
笛
の
音
が
混
ざ
り
、
四
つ
角
を
中
心
と
し
た
空
間
は
音
の
渦
と
化
す
。

そ
の
後
、
行
燈
は
、
年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
順
番
に
よ
り
動
き
出
す
。
ま
ず
子

ど
も
た
ち
に
よ
り
中
小
の
行
燈
が
曳
き
出
さ
れ
た
後
、
大
人
の
曳
く
大
行
燈
が
神
明

社
へ
向
か
い
鳥
居
前
で
安
全
を
祈
願
す
る
。
四
つ
角
の
空
間
に
響
い
て
い
た
笛
太
鼓

の
音
群
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
燈
を
先
導
し
な
が
ら
分
か
れ
行
き
、
そ
れ
に
若
衆
の
歌

う
夜
高
節
の
声
の
響
き
が
混
ざ
り
合
う
。

夜
高
太
鼓
に
先
導
さ
れ
た
行
燈
は
、
神
社
鳥
居
の
前
に
到
着
す
る
と
台
棒
を
降

ろ
し
、
裁
許
は
じ
め
代
表
が
参
拝
す
る
。
参
拝
後
は
、
「
ノ
ー
ノ
」
の
合
図
で
台
棒
・

横
棒
を
持
ち
上
げ
、
「
ヨ
イ
ヤ
サ
」
「
ヨ
イ
ヤ
サ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
鳥
居
前
で
行

燈
を
回
転
さ
せ
神
社
を
後
に
す
る
。
行
燈
の
進
行
に
伴
い
、
再
び
夜
高
節
が
歌
わ
れ

る
。
な
お
、
参
拝
の
細
か
な
所
作
は
、
町
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
。
ま
た
、
横
町
行

燈
の
参
拝
は
、
練
り
廻
し
後
と
な
る
。

参
拝
を
す
ま
せ
た
行
燈
は
、
各
町
内
を
練
り
廻
す
。
こ
の
た
め
、
福
野
の
町
一

帯
は
、
夜
空
に
映
え
る
大
小
様
々
な
行
燈
の
光
と
と
も
に
移
動
す
る
太
鼓
、
拍
子
木
、

引
き
手
の
ヨ
イ
ヤ
サ
の
掛
け
声
、
夜
高
節
な
ど
が
交
錯
し
、
祭
礼
の
音
空
間
を
創
り

だ
し
て
い
く
。
や
が
て
小
中
行
燈
が
自
町
へ
戻
る
と
、
町
は
大
行
燈
の
世
界
と
な
る
。
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夜
も
更
け
て
く
る
と
、
大
行
燈
は
、
上
町
通
り
に
集
結
し
、
自
町
帰
参
の
準
備

体
制
と
な
る
。
上
町
通
り
に
は
、
銀
行
側
に
向
か
い
、
横
町
、
辰
巳
町
、
浦
町
、
最

後
尾
に
御
蔵
町
の
大
行
燈
が
並
ぶ
。
上
町
、
七
津
屋
、
新
町
が
こ
れ
に
対
峙
す
る
。

裁
許
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、
多
く
の
見
物
人
の
声
が
飛
び
交
う
中
で
、
車
座

に
な
っ
た
若
衆
の
夜
高
節
が
こ
だ
ま
し
、
夜
高
太
鼓
の
響
き
が
通
り
を
埋
め
尽
く
す
。

こ
の
時
間
は
、
太
鼓
打
ち
の
手
練
れ
も
多
く
、
即
興
的
で
聞
き
応
え
の
あ
る
太
鼓
の

見
せ
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

深
夜
、
行
燈
す
れ
違
い
の
時
と
な
る
。
残
る
他
町
を
練
り
廻
し
自
町
へ
向
か
う

上
町
、
七
津
屋
、
新
町
が
、
停
止
し
て
待
つ
横
町
、
辰
巳
町
、
浦
町
の
行
燈
の
脇
を

す
り
抜
け
て
行
く
。
上
町
、
七
津
屋
、
新
町
各
町
の
大
行
燈
は
、
そ
れ
ぞ
れ
夜
高
太

鼓
に
先
導
さ
れ
る
。
笛
太
鼓
の
音
が
空
間
を
移
動
す
る
。
道
幅
ぎ
り
ぎ
り
の
中
を
す

れ
違
う
行
燈
を
導
く
若
衆
頭
の
拍
子
木
音
、
曳
き
手
若
衆
の
夜
高
節
の
歌
声
、
交
錯

す
る
若
衆
の
叫
び
が
近
づ
き
、
や
が
て
遠
く
に
か
す
か
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の

音
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
分
か
れ
、
し
だ
い
に
消
え
、
町
の
夜
は
静
寂
を
取
り
戻
す
。

第
二
項　

五
月
二
日
（
例
祭
）

夕
刻
、
各
町
の
出
陣
式
の
後
、
行
燈
が
曳
き
出
さ
れ
、
練
り
廻
し
が
始
ま
る
。

コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
の
場
合
、
大
行
燈
が
神
社
に
向
か
っ
た

後
、
銀
行
前
四
つ
角
に
設
置
さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
、
子
供
夜
高
太
鼓
競
演
会

の
優
勝
者
に
よ
る
太
鼓
演
奏
、
福
野
民
謡
会
・
泉
の
会
に
よ
る
「
福
野
小
唄
」
「
夜

高
節
」
の
演
舞
、
そ
し
て
、
夜
高
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
夜
高
太
鼓
の
披
露
が
あ
っ
た
。

な
お
福
野
民
謡
会
・
泉
の
会
と
夜
高
太
鼓
保
存
会
の
演
舞
は
、
こ
の
後
、
上
町
銀
座

会
駐
車
場
に
設
け
ら
れ
た
南
砺
市
商
工
会
福
野
支
部
着
地
型
観
光
検
討
委
員
会
に
よ

る
「
福
野
夜
高
茶
屋
」
に
お
い
て
も
な
さ
れ
た
。

さ
て
、
大
行
燈
を
中
心
と
す
る
音
世
界
の
視
点
か
ら
見
る
と
前
日
と
最
も
異
な

る
の
は
、
大
行
燈
す
れ
違
い
時
の
音
群
の
有
り
様
で
あ
る
。
自
町
方
向
に
向
か
い
停

止
す
る
辰
巳
町
、
浦
町
、
横
町
、
御
蔵
町
の
大
行
燈
の
脇
を
新
町
、
上
町
、
七
津
屋

の
大
行
燈
が
道
幅
ぎ
り
ぎ
り
の
中
で
す
れ
違
い
帰
ろ
う
と
す
る
際
に
、
い
わ
ゆ
る
「
け

ん
か
」
と
い
わ
れ
る
行
燈
の
壊
し
合
い
が
始
ま
る
。
こ
の
時
先
導
す
る
夜
高
太
鼓
の

打
音
群
に
混
じ
り
、
行
燈
の
破
壊
音
、
若
衆
の
叫
び
、
前
進
し
よ
う
と
さ
せ
て
打
た

れ
る
拍
子
木
の
乱
打
や
曳
き
手
の
「
ヨ
イ
ヤ
サ
」
の
掛
け
声
が
渾
然
と
な
り
、
こ
れ

ら
が
闇
に
浮
か
ぶ
行
燈
の
極
彩
色
と
一
体
化
し
、
祭
り
の
音
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
最
高

潮
と
な
る
。
「
け
ん
か
」
が
終
了
す
る
と
行
燈
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
戻
り
、
街

の
夜
は
静
寂
を
迎
え
る
。

深
夜
、
当
番
裁
許
の
進
行
に
よ
り
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
儀
が
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
、

手
締
め
で
行
燈
練
り
廻
し
に
関
す
る
一
連
の
動
き
が
終
了
す
る
（
写
真
２
）
。
な
お
、

手
締
め
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
で
あ
る
が
、
そ
の
打
ち
方
は
、
当
番
裁
許
と
な
る
町
に
よ

る
。

�� シࣕンシࣕンの練習 �5��

�� シࣕンシࣕンの儀 �5��
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第
三
項　

五
月
三
日
（
神
輿
渡
御
）

前
日
ま
で
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
曳
山
や
屋
台
を
中
心
と
し
た
厳
か
な
音
空
間

が
演
出
さ
れ
る
。

上
町
・
七
津
屋
、
横
町
、
浦
町
・
辰
巳
町
、
新
町
の
四
基
の
曳
山
が
、
各
町
内

で
の
出
発
式
を
終
え
、
車
輪
の
軋
み
音
と
と
も
に
四
つ
角
ま
で
曳
き
出
さ
れ
る
。
上

町
・
七
津
屋
の
庵
屋
台
も
曳
き
出
さ
れ
、
行
燈
壁
画
の
前
に
据
え
置
か
れ
る
。
一
〇

時
よ
り
曳
山
出
発
式
と
な
る
が
、
こ
の
式
の
中
で
、
庵
屋
台
の
前
に
位
置
し
た
福
野

庵
唄
保
存
会
に
よ
る
庵
唄
が
披
露
さ
れ
る
。
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
の
曲
目
は
端

唄
〈
玉
川
〉
、
令
和
五
年
は
端
唄
〈
空
ほ
の
〉
、
令
和
六
年
は
端
唄
〈
忍
ぶ
恋
路
〉
、

令
和
七
年
は
端
唄
〈
玉
川
〉
で
あ
っ
た
。
三
味
線
、
太
鼓
、
笛
、
唄
に
よ
る
庵
唄
が

四
つ
角
空
間
に
響
く
。
出
発
式
が
終
了
す
る
と
、
庵
屋
台
を
先
頭
に
曳
山
は
神
社
に

向
か
う
。
こ
の
道
中
も
囃
子
が
奏
さ
れ
る
。
神
社
鳥
居
前
で
曳
山
清
祓
式
と
な
る
が
、

そ
の
際
に
も
庵
唄
が
奉
納
さ
れ
る
（
写
真
３
）
。

一
二
時
三
〇
分
よ
り
神
幸
祭
が
あ
り
、
そ
の
後
、
神
輿
渡
御
と
な
る
。
塩
で
清

め
ら
れ
た
道
を
、
大
旗
（
神
明
宮
祭
禮
）
―
辰
巳
町
傘
鉾
―
四
神
旗
―
獅
子
―
先
ぶ

れ
の
太
鼓
（
笛
・
太
鼓
）
―
楽
（
笛
・
太
鼓
）
―
神
輿
の
列
が
終
日
街
を
巡
る
（
写

真
４
）
。
な
お
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
、
四
神
旗
は
出
て
い
な
い
。
「
御
小
休
所
」

と
あ
る
家
の
前
に
く
る
と
、
「
ホ
ォ
ー
」
の
掛
け
声
を
合
図
に
太
鼓
の
乱
打
と
笛
の

高
音
を
伴
い
獅
子
が
舞
い
込
む
。
次
い
で
、
神
官
に
よ
る
祓
い
の
後
、
拍
子
木
が
入

り
、
神
輿
の
鈴
が
振
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
笛
や
太
鼓
、
拍
子
木
や
鈴
の
音
、
各
町
内

を
巡
る
曳
山
の
軋
み
音
が
遠
く
近
く
、
福
野
の
街
空
間
に
響
き
渡
る
。

�� 神社鳥居前での庵唄奉納 �5��

�� 神輿渡御 �5��
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第
二
節　

夜
高
太
鼓　

第
一
項　

行
燈
練
り
廻
し
と
夜
高
太
鼓

夜
高
行
燈
と
夜
高
太
鼓
の
由
来
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
、
慶
安
五

年
（
一
六
五
二
）
の
旧
暦
四
月
一
日
に
伊
勢
神
宮
よ
り
分
霊
を
受
け
た
帰
り
道
、
倶

利
伽
羅
峠
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
に
は
既
に
夜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
福

野
の
人
び
と
が
太
鼓
を
先
頭
に
手
に
手
に
明
か
り
を
持
っ
て
お
迎
え
に
出
た
と
あ

る
。
太
鼓
は
、
も
と
よ
り
御
神
灯
の
点
る
行
燈
を
先
導
し
、
先
触
れ
と
し
て
音
に
よ

り
そ
の
行
く
手
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
夜
高
太
鼓
は
、
行
燈
練
り

廻
し
の
先
導
役
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
行
燈
と
と
も
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
夜
高
太
鼓
の
基
本
的
な
形
態
は
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
行
燈
の

行
く
手
を
導
く
夜
高
太
鼓
の
リ
ズ
ム
と
音
色
、
奏
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
祭
の

彩
り
と
音
世
界
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
た
（
写
真
５
）
。

も
と
も
と
、
素
朴
に
叩
か
れ
て
い
た
太
鼓
は
、
打
ち
手
の
妙
技
や
リ
ズ
ム
の
工

夫
、
即
興
性
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
各
町
に
よ
る
表
現
の
差
異
に
加
え
、
昭
和
五
五

年
（
一
九
八
〇
）
頃
か
ら
は
子
ど
も
も
参
加
し
、
さ
ら
に
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

頃
か
ら
は
、
女
性
の
打
ち
手
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
二
人
一
組
で
奏
す

る
巧
み
な
バ
チ
さ
ば
き
は
近
年
、
一
層
華
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
項　

夜
高
太
鼓
の
歴
史
と
変
容

現
存
す
る
太
鼓
と
し
て
古
い
も
の
に
、
「
嘉
永
六
年
戸
出
村
」
と
胴
内
に
書
か
れ

た
上
町
の
夜
高
太
鼓
が
あ
る
。
嘉
永
六
年
は
一
八
五
三
年
で
、
戸
出
（
と
い
で
）
村

は
現
高
岡
市
戸
出
町
で
あ
る
。ケ
ヤ
キ
の
胴
の
手
彫
り
で
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）

に
石
川
県
松
任
市
（
現
白
山
市
）
の
浅
野
太
鼓
で
修
復
し
た
際
に
判
明
し
た
（
写
真

６
）
。
鼓
面
径
四
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で

あ
る
。
『
船
鉾
』
に
は
、
「
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
作
と
す
れ
ば
、
昭
和
五
〇
年

よ
り
起
算
し
て
、
百
二
二
年
の
歳
月
を
経
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
上
町
裁
許
相
談
の

嘉永六年戸出村ࠖとある上町の太鼓ࠕ��

�� 夜高太鼓 �ࠗ福野の夜高あんどん雑考࠘�

�� 行燈を先導する夜高太鼓㸦辰巳町㸧
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も
と
、
我
が
福
野
町
に
行
燈
太
鼓
は
数
多
く
あ
れ
ど
、
こ
れ
だ
け
の
歴
史
あ
る
太
鼓

は
た
だ
一
つ
上
町
行
燈
太
鼓
の
み
で
あ
ろ
う
と
、
新
た
に
認
識
し
た
。
歴
史
的
祭
礼

遺
産
と
し
て
、
胴
の
割
れ
目
等
を
漆
で
塗
り
詰
め
杉
原
満
曳
山
大
工
で
補
修
を
し
て
、

以
後
、
管
理
に
意
を
尽
く
す
よ
う
に
後
継
者
に
申
し
伝
え
る
」
と
あ
る
（
七
四
頁
）
。

現
在
の
夜
高
太
鼓
は
、
一
つ
の
長
胴
鋲
留
め
太
鼓
を
太
鼓
台
車
の
上
に
縦
に
置

き
、
大
バ
チ
と
小
バ
チ
の
二
人
で
鼓
面
を
打
つ
形
を
と
っ
て
い
る
。
昭
和
四
五
年

（
一
九
七
〇
）
発
行
の
長
岡
一
忠
著
『
福
野
の
夜
高
あ
ん
ど
ん
雑
考
』
に
は
、
「
越
中

夜
高
太
鼓
打
ち
」
（
三
九
頁
）
と
さ
れ
た
笛
、
太
鼓
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

四
角
の
木
枠
の
上
に
太
鼓
を
乗
せ
、
片
面
を
二
人
の
奏
者
が
桴
を
振
り
下
ろ
す
形
で

打
っ
て
お
り
、こ
こ
に
現
在
の
祖
型
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
７
）
。
な
お
、

写
真
７
で
は
、
樽
が
大
き
く
写
さ
れ
て
い
る
が
、
夜
高
太
鼓
で
は
樽
は
用
い
ら
れ
ず
、

練
習
用
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
奏
法
は
、
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
次
第
に
で
き
あ
が
っ
て
き
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
「
丸
太
を
人
足
に
前
と
後
で
か
つ
が
せ
、
そ
れ

に
太
鼓
を
釣
り
下
げ
」
（
『
古
老
に
き
く　

第
二
集
』
五
七
頁
）
、
一
人
で
横
か
ら
た

た
き
な
が
ら
歩
い
た
（
写
真
８
）
。

一
番
は
じ
め
に
太
鼓
台
車
に
し
た
の
は
御
蔵
町
だ
と
言
う
。
古
い
太
鼓
を
三
日

の
本
祭
の
「
神
様
（
カ
ン
サ
マ
）
の
太
鼓
（
先
ぶ
れ
の
太
鼓
）
」
と
し
て
使
っ
て
い

た
の
で
、
そ
れ
が
も
と
も
と
太
鼓
を
台
に
の
せ
て
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け

ら
し
い
。
戦
前
、
御
蔵
町
の
有
力
者
で
あ
っ
た
篠
塚
家
が
神
様
の
御
供
と
し
て
獅
子

頭
を
寄
付
、
そ
れ
に
付
属
し
た
も
の
と
し
て
獅
子
舞
の
幕
や
太
鼓
も
寄
付
し
た
と
い

う
。
戦
時
中
を
経
て
、
「
神
様
の
太
鼓
」
は
現
在
も
御
蔵
町
の
太
鼓
を
使
用
し
、
担

当
責
任
と
し
て
の
名
残
が
残
っ
て
い
る
。

丸
太
に
吊
り
下
げ
て
運
ん
で
い
た
太
鼓
を
木
枠
の
上
に
立
て
て
奏
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
木
枠
の
下
部
に
は
車
輪
が
付
け
ら
れ
、
引
き
な
が
ら
移
動
可
能
な
も
の
と

な
っ
て
い
く
。
こ
こ
に
町
名
を
書
き
入
れ
た
提
灯
を
吊
し
、
屋
根
を
設
け
る
な
ど
し
、

�� 過ཤの夜高太鼓

�� 御蔵町 �左 �� 浦町 �右 �

��� 七津屋 �左 �� 上町 �右 �

��� 横町 �左 �� 新町 �右 �
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現
在
で
は
町
内
毎
に
様
々
な
装
飾
も
付
さ
れ
、
祭
り
の
華
や
か
さ
の
演
出
に
も
一
役

か
っ
て
い
る
（
写
真
９
〜
１
１
）
。

大
バ
チ
や
小
バ
チ
の
分
担
は
共
通
し
て
い
た
も
の
の
、
個
人
や
町
内
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
叩
き
方
を
し
て
い
た
夜
高
太
鼓
は
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
の
「
越
中

夜
高
太
鼓
保
存
会
」
設
立
や
会
の
取
組
も
あ
り
、
次
第
に
形
が
整
え
ら
れ
て
い
く
。

こ
う
し
た
夜
高
太
鼓
の
変
遷
に
つ
い
て
、
も
と
夜
高
太
鼓
保
存
会
会
員
の
辰
巳

町
在
住
の
丹
羽
良
一
（
昭
和
二
三
年
七
津
屋
生
ま
れ
）
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

昔
は
、
祭
り
当
日
周
辺
村
部
か
ら
応
援
に
来
て
も
ら
っ
た
。
丸
太
に
か
つ
い
で

二
人
で
叩
い
て
い
た
。
大
バ
チ
小
バ
チ
の
基
本
は
お
な
じ
だ
っ
た
が
、
叩
き
方
は
ま

ち
ま
ち
だ
っ
た
。

昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
に
夜
高
保
存
会
が
発
足
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
個
性

的
な
叩
き
方
で
、
覚
え
て
い
る
か
ぎ
り
は
一
〜
三
題
目
く
ら
い
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。

七
津
屋
に
い
た
と
き
、
四
題
目
ま
で
あ
っ
た
。
清
島
（
せ
い
し
ま
）
さ
ん
と
城

宝
（
じ
ょ
う
ほ
う
）
さ
ん
が
つ
く
っ
た
。
そ
れ
を
高
校
生
な
が
ら
教
え
て
も
ら
っ
て

祭
り
で
叩
い
た
。

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
東
京
銀
座
祭
り
に
参
加
し
た
時
に
、
ト
ラ
ッ
ク
で

パ
レ
ー
ド
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
上
に
太
鼓
を
二
台
置
き
、
四
人
で

叩
い
た
。
そ
の
時
揃
え
打
ち
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
五
題
目
ま
で
つ
く
っ

た
。
そ
こ
に
新
し
い
形
が
で
き
た
。

笛
吹
き
は
最
初
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
。
縦
笛
を
し
て
い
た
町
内
も
あ
っ
た
。
笛

が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
横
笛
の
方
が
難
し
い
け
ど
祭
り
の
笛
と

し
て
は
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
横
笛
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
私
が
七
津
屋
で
は
じ

め
た
と
き
に
佐
々
木
貢
さ
ん
が
、
横
笛
を
吹
い
て
い
た
。
そ
の
頃
か
ら
ほ
ぼ
今
の
笛

（
の
節
）
だ
っ
た
。

夜
高
太
鼓
は
、
大
バ
チ
と
小
バ
チ
の
二
人
に
よ
っ
て
奏
さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ

る
。
複
数
の
リ
ズ
ム
フ
レ
ー
ズ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
個
々

の
リ
ズ
ム
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と
ま
り
を
一
題
、
二
題
と
い
っ
た
呼
称
で
呼
び
、
全
体

で
六
題
構
成
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
後
述
）
。
保
存
会
発
足
当
時
は
、
現
在

の
一
題
か
ら
三
題
く
ら
い
の
リ
ズ
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
叩
き
方
で
奏
し
て
い
た

も
の
が
、
次
第
に
変
化
を
付
け
た
も
の
を
新
た
に
加
え
、
現
在
は
六
題
構
成
と
な
っ

て
き
た
。
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
「
第
六
回
大
銀
座
祭 

光
の
パ
レ
ー
ド
」
参
加

時
、
夜
高
行
燈
出
場
者
一
八
〇
人
、
夜
高
太
鼓
二
〇
人
、
夜
高
お
ど
り
三
〇
人
、
計

二
三
〇
人
が
銀
座
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
パ
レ
ー
ド
し
て
い
る
が
、
こ
の
際
、
五

題
目
ま
で
つ
く
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
な
お
、
町
内
や
叩
き
手
の
個
性
に
よ
り
、
多

少
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
で
四
四
回
目
と
な
る
夜

高
太
鼓
競
演
会
（
後
述
）
で
は
、
六
題
の
構
成
を
大
バ
チ
小
バ
チ
の
ペ
ア
が
交
互
に

奏
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
祭
り
で
奏
さ
れ
る
太
鼓
は
必
ず
し
も
同
じ
で

��� 安居大神楽太鼓の縦笛

��� 安居大神楽太鼓の演奏
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は
な
い
。
祭
り
の
太
鼓
は
時
に
小
バ
チ
の
奏
者
が
交
替
せ
ず
に
担
当
し
た
り
、
大
バ

チ
の
奏
者
が
即
興
も
交
え
て
、
自
分
流
を
叩
い
た
り
す
る
。

さ
て
、
現
在
の
夜
高
太
鼓
に
は
、
ど
の
町
内
で
も
横
笛
（
篠
笛
）
の
節
が
加
わ

る
。
し
か
し
元
来
は
太
鼓
中
心
で
あ
り
、
以
前
は
太
鼓
の
み
の
町
内
も
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
御
蔵
町
で
は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
辰
巳
町
か
ら
笛
を
習
い
取
り
入
れ

て
い
る
。
ま
た
、
縦
笛
を
奏
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
『
越
中
夜
高
太
鼓
保
存

会
発
足
三
〇
周
年
記
念
誌　

夜
高
祭
』
に
は
、
「
各
町
内
の
古
老
の
方
々
が
健
在
で

あ
っ
た
当
時
は
、
立
て
笛�
マ
マ�

の
心
に
し
み
る
様
は
音
色
と
豪
快
な
太
鼓
の
響

き
は
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
多
く
の
見
物
の
皆
さ
ん
の
興
奮
を
か
き
た
て
た

（
敬
神
会
会
長　

北
川
正
男
「
お
祝
い
の
こ
と
ば
」
）
と
あ
る
。
こ
れ
が
横
笛
（
篠
笛
）

に
統
一
さ
れ
て
い
っ
た
。
な
お
、
縦
笛
に
つ
い
て
は
、
同
型
の
も
の
（
高
岡
市
福
岡

町
新
月
制
作
）
を
近
隣
の
安
居
地
区
の
安
居
大
神
楽
太
鼓
が
現
在
で
も
使
用
し
て
い

る
（
写
真
１
２
、
１
３
）
。

第
三
項　

楽
器
（
太
鼓
、
笛
）
と
編
成

現
在
の
夜
高
太
鼓
の
基
本
は
、
一
台
の
長
胴
鋲
留
め
太
鼓
を
台
座
の
上
に
鼓
面

を
上
に
し
て
立
て
、
大
バ
チ
と
小
バ
チ
を
担
当
す
る
二
人
の
奏
者
に
よ
り
演
奏
さ
れ

る
（
写
真
１
４
）
。
こ
れ
に
篠
笛
が
複
数
加
わ
る
。
太
鼓
の
大
き
さ
は
様
々
で
あ
る
が
、

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
夜
高
太
鼓
競
演
会
で
は
、
高
学
年
、
大
人
用
が
高
さ
六
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
鼓
面
の
直
径
四
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
小
学
校
低
学
年
用

高
さ
五
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
鼓
面
の
直
径
四
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
使
用

し
て
い
る
（
写
真
１
４
）
。

演
奏
に
用
い
る
桴
は
、
細
め
で
長
め
の
も
の
が
多
い
。
夜
高
太
鼓
競
演
会
で
優

勝
者
に
贈
呈
さ
れ
る
桴
は
、
全
長
四
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
二
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
る�

写
真
１
５�

。

篠
笛
は
、
六
孔
八
本
調
子
の
も
の
を
用
い
る
。
写
真
１
６
上
は
夜
高
太
鼓
保
存

会
が
使
用
し
て
い
る
新
月
制
作
の
も
の
で
あ
る
が
、
長
さ
四
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
、
管
頭
か
ら
吹
口
の
中
心
ま
で
が
一
二
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
一
般
的
な
篠
笛
よ

り
長
め
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
で
は
、
城
端
の
ワ
ダ
楽
器
、
高
岡
市
の
大
國
屋

等
か
ら
も
購
入
し
て
い
る
。
写
真
１
６
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
で
用
い
ら
れ
て
い

る
も
の
の
一
部
で
あ
る
。

第
四
項　

夜
高
太
鼓
の
音
楽
構
造

<

太
鼓>

夜
高
太
鼓
は
、
一
定
の
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
小
バ
チ
に
強
弱
や
ア
ク

セ
ン
ト
の
変
化
す
る
大
バ
チ
の
リ
ズ
ム
が
加
わ
り
、
そ
こ
に
笛
の
音
が
重
な
る
。
こ

の
際
、
連
続
す
る
小
バ
チ
の
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
重
な
り
、
身
体
全
体
を
使
っ
て

躍
動
的
に
打
た
れ
る
大
バ
チ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

行
燈
練
り
廻
し
の
際
、
太
鼓
は
常
に
行
燈
の
先
導
を
し
な
が
ら
街
を
練
り
歩
く

��� 夜高太鼓㸦長胴鋲留め太鼓㸧

��� 夜高太鼓使用の桴 �御蔵町 �
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こ
と
か
ら
、
奏
者
は
何
度
も
入
れ
替
わ
り
演
奏
が
継
続
さ
れ
る
。

小
バ
チ
は
口
唱
歌
で
表
す
と
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
コ
（
ま
た
は
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト

ト
）
と
な
る
。
こ
れ
を
右�

ド
ン�

右�

ド
ン�

右�

ド
ン�

左
左�

ド
コ�

と
繰

り
返
し
叩
く
奏
法
が
基
本
と
な
る
（
楽
譜
１
）
。

大
バ
チ
は
、
一
題
目
か
ら
六
題
目
ま
で
の
六
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
大
別
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
冒
頭
部
に
共
通
の
リ
ズ
ム
（
楽
譜
ａ
）
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各

題
独
自
の
リ
ズ
ム
（
楽
譜
①
〜
⑥
）
が
加
わ
る
。
こ
れ
ら
は
町
毎
に
多
少
の
相
違
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
間
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
上
の
都
合
等
か
ら
部
分
的
に
割
愛
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
楽
譜
２
は
、
御
蔵
町
石
見
昭
友
か
ら
の
聴
き
取
り
を
基
に
採
譜

し
た
大
バ
チ
の
全
体
像
で
あ
る
。

各
題
目
の
最
後
に
は
共
通
し
た
リ
ズ
ム
、
「
ド
コ
ド
ン
ド
ン
ド
コ
（
ド
コ
ド
ン
ド

ン
ド
ド
と
も
）
」
が
打
た
れ
（
六
題
目
の
場
合
は
、
五
〜
六
小
節
目
）
、
こ
れ
が
題
目

の
区
切
り
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
六
題
目
七
小
節
目
以
降
は
終
止
部
分
で
、
ド
ン

��� 新月〇作の笛㸦上㸧�各町の笛 �下 �

楽譜 �� 福野夜高太鼓�小バチ

楽譜 �� 夜高太鼓�大バチの全体㸦御蔵町の例㸧
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ド
ン
ド
ン
ド
ン
の
一
六
拍
の
連
続
が
次
第
に
緊
迫
感
を
増
し
て
打
た
れ
、
「
○
ド
ッ

ド
ー
ン|

ド
コ
ド
ン
ド
ン
○|

ド
コ
ド
ン
ド
ン
○|

ド
ン
○
ド
ン
○
」
で
終
わ
り
と

な
る
。

こ
れ
ら
一
題
目
か
ら
六
題
目
の
演
奏
順
で
あ
る
が
、「
夜
高
太
鼓
競
演
会
」
で
は
、

時
間
の
都
合
上
一
部
を
割
愛
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
順
番
に
、
二
人
の
奏
者
が

大
バ
チ
と
小
バ
チ
を
交
替
し
な
が
ら
叩
く
の
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
五
題
目

以
降
は
、
小
バ
チ
が
な
く
な
り
、
二
人
一
緒
に
大
バ
チ
を
奏
す
る
。
五
題
目
、
六
題

目
な
ど
は
、
町
に
よ
っ
て
は
多
少
異
な
る
リ
ズ
ム
を
打
つ
。
祭
り
の
本
番
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
順
番
や
奏
者
の
交
替
は
、
厳
密
な
も
の
で
は
な
く
、
即
興
性
を

伴
っ
た
自
由
な
打
ち
方
も
な
さ
れ
、
町
内
あ
る
い
は
個
人
の
工
夫
に
よ
る
独
特
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
る
。

<

笛>

笛
の
節
の
基
本
的
な
構
成
音
は
、
低
い
音
か
ら
Ｂ
（
シ
）・
Ｄ
（
レ
）・
Ｅ
（
ミ
）・

上�楽譜 �� 笛の構成音 �下 �図 �� 指孔の押さえ方と音高

楽譜 �� 夜高太鼓の笛
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Ｇ
（
ソ
）
・
Ａ
（
ラ
）
・
Ｂ
（
シ
）
と
な
っ
て
い
る
（
楽
譜
３
）
。
一
般
的
な
笛
の
使

用
音
域
は
、
低
い
オ
ク
タ
ー
ブ
の
音
域
（
呂
）
と
高
い
オ
ク
タ
ー
ブ
の
音
域
（
甲
）

が
あ
る
が
、
夜
高
太
鼓
の
笛
の
演
奏
は
、
基
本
的
に
甲
音
を
用
い
る
。
管
尻
に
近
い

指
孔
か
ら
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
と
番
号
を
振
る
と
、
一
、
二
、
三
、
は
そ
れ
ぞ
れ
右

手
薬
指
、
中
指
、
人
差
し
指
で
押
さ
え
、
四
、
五
、
六
は
そ
れ
ぞ
れ
左
手
薬
指
、
中
指
、

人
差
し
指
で
押
さ
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
押
さ
え
方
と
音
の
高
さ
の
関
係
は
図
１
の
よ

う
に
な
る
。
演
奏
す
る
際
、
管
尻
か
ら
三
つ
め
の
孔
は
常
に
ふ
さ
が
れ
て
演
奏
さ
れ

る
。
な
お
、
低
い
Ｂ
（
シ
）
、
譜
の
①
の
音
は
楽
譜
の
音
高
よ
り
低
め
で
あ
る
。

笛
の
節
は
、
楽
譜
４
に
示
し
た
通
り
で
、
こ
れ
に
細
か
な
装
飾
が
入
る
。
ま
た
、

次
の
よ
う
な
口
唱
歌
で
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
①
か
ら
⑦
に
示
し
た
よ
う
に
、

七
つ
の
小
さ
な
節
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
太
鼓
の
演
奏
中
①
〜
⑦
が
繰
り
返
さ
れ
、

最
後
に
⑧
の
高
音
を
吹
き
、
終
了
と
な
る
。

① 

ピ
ー
ピ
ー
ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ロ　

② 

ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ロ
ロ
ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ロ

③ 

オ
ッ
ピ
ー
ピ
ー
ヒ
ャ
ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ロ　

④ 

ピ
ー
ヒ
ャ
ロ
ロ
ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ロ　

⑤ 

ピ
ー
ヒ
ャ
ロ
ロ
ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ロ　

⑥ 

オ
ッ
ピ
ー
ピ
ー
ヒ
ャ
ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ロ　

⑦ 

ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ピ
ー
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ロ

⑧ 

ピ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
口
唱
歌
は
島
田
辰
男
に
よ
る
）

競
演
会
等
に
お
い
て
、
太
鼓
と
合
わ
せ
る
時
は
、
冒
頭
部
の
四
小
節
、
①
が
前

奏
と
な
る
。
す
な
わ
ち
「
ピ
ー
ピ
ー
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ロ
（
ハ
ッ
）
｜
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド

コ
〜
」
と
い
う
形
で
太
鼓
の
演
奏
が
開
始
さ
れ
る
。
笛
は
、
楽
譜
４
の
節
①
〜
⑦
を

繰
り
返
す
が
、
太
鼓
の
最
後
の
「
ド
ン
」
に
甲
音
の
「
ピ
ー
」
⑧
を
合
わ
せ
て
終
了

す
る
。

第
五
項　

継
承

(

一)

越
中
夜
高
太
鼓
保
存
会

「
越
中
夜
高
太
鼓
保
存
会
」
は
、
新
町
、
上
町
、
七
津
屋
、
横
町
、
浦
町
、
辰
巳

町
、
御
蔵
町
の
七
つ
の
町
の
夜
高
太
鼓
保
存
会
が
合
体
し
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）

一
一
月
一
五
日
に
設
立
さ
れ
た
。
『
越
中
夜
高
太
鼓
三
〇
年
史 

夜
高
祭
』
に
は
、
発

足
の
背
景
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
六
三
頁
）
。

開
町
以
来
三
〇
〇
年
余
の
伝
統
あ
る
夜
高
あ
ん
ど
ん
の
「
夜
高
太
鼓
」
は
、
最

近
若
い
後
継
者
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
町
商
工
会
の
肝
入
り
で
町
の
古
老
な
ど
か

ら
正
統
な
夜
高
太
鼓
に
つ
い
て
調
べ
る
と
と
も
に
若
手
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と

に
な
り
保
存
会
を
結
成
し
た
。

会
長　

苗
田
外
幾
男　

副
会
長　

河

合
正
之　

会
員
数
三
四
人　

以
後
、
保
存
会
の
会
員
数
の
推
移
は
、

表
１
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
間
、
会
長
は
、
初
代
苗
田
外
幾

男
（
昭
和
四
一
年
度
〜
四
三
年
度
）
、
第

二
代
黒
田
庄
作
（
昭
和
四
四
年
度
〜
五
一

年
度
）
、
第
三
代
黒
田
努
（
昭
和
五
二
年

度
〜
六
〇
年
度
）
、
第
四
代
杉
木
謙
三
（
昭

和
六
一
年
度
〜
平
成
一
四
年
度
）
等
が
担

表 �� 越中夜高太鼓保存会会員数の推移
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い
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
、
第
五
代
中
村
秀
雄
会
長
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。
な
お
、

令
和
四
年
一
〇
月
一
日
現
在
の
会
員
は
、
次
の
二
〇
名
で
あ
る
。

中
村
秀
雄
（
会
長
）
、
晩
田
啓
人
（
副
会
長
）
、
新
山
俊
英
、
今
村
利
夫
、
島
田
辰
男
、

清
島
健
、
村
澤
修
一
、
梶
井
利
一
、
森
田
勝
彦
、
竹
部
徹
、
石
見
昭
友
、
橋
爪
隼
人
、

河
合
崇
行
、
苗
田
佑
介
、
中
田
涼
、
南
智
之
、
澤
田
尚
也
、
嶋
田
良
太
、
齊
藤
正
憲
、

佐
竹
謙
一

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
一
月
の
総
会
に
お
い
て
、
保
存
会
は
、
第
一
、
第

三
日
曜
の
練
習
を
決
定
、
そ
れ
以
後
定
期
的
な
練
習
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
福
野

町
商
工
祭
、
福
野
町
芸
能
祭
、
結
婚
式
、
東
京
銀
座
ま
つ
り
、
富
山
県
民
謡
民
舞
大

会
、
富
山
県
太
鼓
協
会
共
演
会
等
々
へ
の
出
演
を
重
ね
、
町
内
は
も
と
よ
り
県
内
外

で
幅
広
く
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
五

月
か
ら
は
、
「
夜
高
太
鼓
競
演
会
」
を
主
催
し
、
子
ど
も
の
打
ち
手
の
育
成
に
力
を

注
い
で
き
た
。
競
演
会
は
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
で
四
四
回
目
を
終
え
た
。
保

存
会
で
は
、
祭
り
の
夜
高
太
鼓
を
基
に
ス
テ
ー
ジ
用
に
構
成
、
演
出
を
工
夫
し
た
夜

高
太
鼓
も
創
作
し
、
各
種
催
し
や
観
光
行
事
等
を
通
し
て
、
夜
高
太
鼓
は
も
ち
ろ
ん
、

夜
高
祭
や
福
野
の
広
報
活
動
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

越
中
夜
高
太
鼓
保
存
会
の
活
動
は
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
一
一
月
に
発
刊

さ
れ
た
三
〇
周
年
記
念
誌
、
次
い
で
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
発
刊
の
五
〇
周
年

記
念
誌
に
詳
し
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
結
成
年
か
ら
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
ま

で
を
資
料
１
に
示
し
た
。

こ
れ
ら
資
料
等
か
ら
保
存
会
の
役
割
や
活
動
の
特
徴
と
し
て
次
の
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

第
一
に
、
積
極
的
な
普
及
交
流
活
動
の
推
進
で
あ
る
。
福
野
町
内
に
お
い
て
は
、

資料 �� 越中夜高太鼓保存会のあゆみ㸦�� 周年記念誌 SS����㸧
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夜
高
祭
の
際
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏�

写
真
１
７�

を
は
じ
め
、
商
工
会
の
商

工
ま
つ
り
、
福
野
町
観
光
祭
、
福
野
町
芸
能
祭
、
福
野
神
明
社
三
五
〇
周
年
事
業
、

敬
老
会
、
結
婚
式
と
い
っ
た
大
小
様
々
な
行
事
へ
の
参
加
が
見
ら
れ
る
、
ま
た
、
町

外
で
は
、
香
川
県
多
度
津
町
へ
の
親
善
訪
問
、
東
京
銀
座
ま
つ
り
で
の
大
行
進
（
昭

和
四
八
年
）
、
置
県
一
〇
〇
周
年
記
念
「
富
山
大
曳
山
ま
つ
り
」
へ
の
参
加
（
昭
和

五
八
年
）
、
テ
レ
ビ
出
演
、
夜
高
祭
観
光
出
向
宣
伝
、
国
民
文
化
祭
（
平
成
八
年
、

二
三
年
、
二
五
年
）
、
と
や
ま
国
体
（
平
成
一
二
年
）
、
夜
高
祭
御
分
霊
お
迎
え
行
事
、

夜
高
祭
三
五
〇
周
年
記
念
「
伊
勢
神
宮
崇
敬
参
拝
」
（
平
成
一
三
年
）
、
上
海
国
際
博

覧
会
「
富
山
県
の
日
」
で
の
披
露
（
平
成
二
二
年
）
、
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
市
の
「
光

の
祭
典
」
へ
の
招
待
参
加
（
平
成
二
三
年
）
、
福
島
県
南
相
馬
市
に
震
災
支
援
遠
征

（
平
成
二
五
年
）
、
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
記
念
事
業
（
平
成
二
五
年
）
な
ど
、
県
内
外

は
じ
め
国
際
的
な
活
動
が
み
ら
れ
、
夜
高
祭
の
広
報
や
夜
高
太
鼓
の
交
流
、
普
及
活

動
に
貢
献
し
て
い
る
。

第
二
に
、
夜
高
太
鼓
の
民
俗
芸
能
と
し
て
位
置
づ
け
を
確
か
な
も
の
と
し
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

保
存
会
で
は
、
富
山
県
民
謡
民
舞
大
会
、
富
山
県
太
鼓
協
会
共
演
会
、
富
山
の

太
鼓
な
ど
へ
の
継
続
的
な
出
演
、
加
え
て
、
環
日
本
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
平
成

一
七
年
）
、
富
山
県
曳
山
祭
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
二
二
年
）
、
南
砺
里
山
博
二
〇
一
一
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
南
砺
の
太
鼓
と
獅
子
舞
の
競
演
」（
平
成
二
三
年
）
で
の
披
露
、

さ
ら
に
は
、
砺
波
市
五
鹿
屋
地
区
へ
の
夜
高
太
鼓
教
授
（
平
成
一
四
年
）
な
ど
他
地

区
へ
の
指
導
等
を
通
し
て
、
民
俗
芸
能
、
民
俗
音
楽
と
し
て
の
「
福
野
の
夜
高
太
鼓
」

の
位
置
づ
け
を
確
か
な
も
の
と
し
て
き
た
。

第
三
に
、
後
継
者
育
成
活
動
の
推
進
が
あ
る
。
保
存
会
で
は
、
福
野
小
学
校
で

の
指
導
や
保
育
園
で
の
稽
古
活
動
な
ど
、
子
ど
も
の
育
成
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

き
た
。
資
料
２
は
、
福
野
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に
お
け
る
夜
高
太
鼓
稽
古
に
つ
い
て
の

富
山
新
聞
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
日
の
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
同
園
の
前

資料 �� 富山新聞 ��������� 記事

資料 �� 夜高太鼓子供譜㸦保存会作成㸧

��� 夜高祭での特設ステ࣮ジでの演奏
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身
で
あ
る
福
野
第
一
保
育
所
の
時
代
か
ら
二
七
年
間
に
わ
た
り
、
越
中
夜
高
太
鼓
保

存
会
が
指
導
を
続
け
て
」
お
り
、
こ
の
日
は
、
年
一
〇
回
の
稽
古
の
締
め
く
く
り
の

演
奏
披
露
と
の
こ
と
。
資
料
３
は
、
保
存
会
が
作
成
し
た
子
ど
も
用
の
指
導
譜
で
、

こ
こ
で
は
太
鼓
の
基
本
奏
法
に
つ
い
て
口
唱
歌
を
伴
い
、
見
や
す
く
、
ま
た
わ
か
り

や
す
く
示
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
継
承
に
つ
い
て
の
熱
意
が
見
て
取
れ
る
。

毎
年
主
催
す
る
「
夜
高
太
鼓
競
演
会
」
は
、
後
継
者
育
成
活
動
の
中
心
的
な
催

し
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
回
目
は
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
五
月
一
日
に
行
わ

れ
た
。
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
四
月
二
九
日
「
ア
・
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
」
で
の
開
催

が
第
四
四
回
と
な
る
。
こ
の
年
の
競
演
会
で
は
、
「
小
学
校
低
学
年
の
部
」
、
「
小
学

校
高
学
年
の
部
」
、
「
中
学
生
の
部
」
、
「
そ
ろ
い
打
ち
の
部
」
に
分
か
れ
て
演
技
が
行

わ
れ
、こ
れ
に
「
笛
の
部
」
が
加
わ
り
、こ
れ
ら
に
対
す
る
審
査
、
表
彰
が
な
さ
れ
た
。

令
和
五
年
の
場
合
「
小
学
校
低
学
年
の
部
」
七
町
一
八
組
三
六
名
（
重
複
含
）
、「
小

学
校
高
学
年
の
部
」
七
町
一
二
組
二
四
名
（
同
）
、
「
中
学
生
の
部
」
六
町
一
一
組

二
二
名
（
同
）
、
「
そ
ろ
い
打
ち
の
部
」
四
町
四
組
一
六
名
（
同
）
、
「
笛
の
部
」
六
町

一
六
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
っ
た
。
な
お
「
夜
高
太
鼓
競
演
会
」
の
詳
細
に
つ
い
て

は
別
項
を
設
け
る
。

こ
の
競
演
会
は
、
何
よ
り
も
若
手
の
育
成
に
貢
献
を
し
て
い
る
。
夜
高
祭
で
奏

さ
れ
る
夜
高
太
鼓
の
奏
者
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
女
性
が
担
い
手
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
競
技
会
で
力
を
付
け
楽
し
く
学
ん
だ
若
者
が
意
欲
的
に
参
加
し
て

い
る
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
競
演
会
で
演
技
す
る
た
め
に
、
事
前
に
町
毎
の
練
習
が

行
わ
れ
る
。
町
単
位
の
継
続
的
な
指
導
の
結
果
が
競
演
会
に
集
約
さ
れ
る
形
と
な
っ

て
お
り
、
夜
高
太
鼓
の
継
承
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
保
存
会
は
、
こ
の
よ
う
な
活

動
を
評
価
さ
れ
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
、
富
山
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
教
育

功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
し
て
い
る
。
な
お
、
近
年
の
課
題
と
し
て
少
子
化
に
よ
る
担

い
手
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
る
。

最
後
に
、
夜
高
太
鼓
の
技
能
的
な
向
上
と
再
創
造
を
伴
っ
た
太
鼓
の
確
立
に
つ

い
て
、
保
存
会
の
果
た
し
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

資
料
１
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
一
月
の
総
会
で
「
二

月
か
ら
第
一
、
第
三
日
曜
日
に
練
習
す
る
事
を
決
定
」
し
た
保
存
会
は
、
会
員
に
よ

る
夜
高
太
鼓
の
定
期
的
な
練
習
を
継
続
し
、
太
鼓
の
奏
法
や
表
現
に
つ
い
て
、
そ
れ

ら
の
確
認
や
技
能
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、こ
こ
で
腕
を
磨
い
た
会
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
指
導
者
と
し
て
核
に
な
り
活
動
し
て
き
た
。
保
存
会
設
立
の
趣
旨

に
あ
っ
た
「
正
統
な
夜
高
太
鼓
」
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
特
徴

的
な
打
ち
方
や
個
人
の
妙
技
、
即
興
的
な
演
奏
も
認
め
、
こ
れ
ら
全
体
が
夜
高
太
鼓

の
味
わ
い
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
の
銀
座
祭
へ
の
出

演
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
ス
テ
ー
ジ
用
の
新
た
な
組
合
せ
や
打
ち
方
な
ど
、
従
来
の

太
鼓
を
基
本
と
し
な
が
ら
新
た
な
創
作
も
行
っ
て
き
た
。
保
存
会
は
、
「
夜
高
太
鼓
」

の
他
に
「
夜
高
囃
子
」「
祝
太
鼓
」「
豊
年
万
作
太
鼓
」「
数
え
歌
」「
夫
婦
（
め
お
と
）

太
鼓
」
な
ど
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
つ
。

(

二)

町
内
で
の
継
承

子
ど
も
へ
の
指
導
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
お
い
て
、
祭
り
直
前
に
開
催
さ
れ

る
「
夜
高
太
鼓
競
演
会
」
で
の
発
表
を
目
指
し
、
祭
り
の
二
、
三
週
間
前
か
ら
開
始

さ
れ
る
。

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
、
七
津
屋
の
場
合
、
七
津
屋
地
区
会
館
前
（
雨
天
の
場

合
は
神
能
工
務
店
）
に
て
四
年
生
以
下
の
低
学
年
は
一
九
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
、
五

年
生
以
上
中
学
生
は
二
〇
時
か
ら
二
一
時
ま
で
七
津
屋
夜
高
保
存
会
や
親
の
指
導
に

よ
り
練
習
が
行
わ
れ
た
。
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
、
辰
巳
町
で
は
、
福
野
中
学
校

ピ
ロ
テ
ィ
に
て
、
四
月
一
三
日
か
ら
日
曜
を
除
く
毎
日
一
九
時
三
〇
分
よ
り
保
存
会

や
世
話
方
の
指
導
に
よ
り
小
学
生
九
人
中
学
生
三
人
が
練
習
を
行
っ
た
。
ま
た
、
御

蔵
町
で
は
、
福
野
中
学
校
前
庭
（
雨
天
時
は
ピ
ロ
テ
ィ
）
に
て
、
四
月
九
日
か
ら
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三
〇
日
ま
で
の
間
、
一
九
時
三
〇
分
か
ら
二
一
時
ま
で
練
習
を
し
て
い
る
。
子
ど
も

は
、
小
学
生
七
人
中
学
生
二
人
高
校
生
一
人
で
、
指
導
は
石
見
昭
友
を
中
心
と
し
た

河
合
崇
行
、
苗
田
佑
介
、
中
田
涼
と
い
っ
た
夜
高
太
鼓
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
競
技
会
へ
向
け
た
練
習
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
で
継
続
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
近
年
の
少
子
化
に
伴
い
、
子
ど
も
が
い
な
く
て
練
習
を
し
て
い
な
い
町

も
あ
る
。

(

三)

「
夜
高
太
鼓
競
演
会
」

こ
こ
で
は
、
令
和
四
年
、
五
年
の
夜
高
太
鼓
競
演
会
の
様
子
を
中
心
に
、
具
体

的
な
様
子
を
記
し
て
お
く
。

資
料
４
に
令
和
四
年
の
実
施
要
項
を
も
と
に
そ
の
概
要
を
書
き
出
し
た
。

競
技
会
は
、
四
月
二
九
日
（
祝
）
一
三
時
よ
り
ア
・
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
た
。
主
催
は
、
越
中
夜
高
太
鼓
保
存
会
、
共
催
は
、
福
野
夜
高
祭
連
絡
協
議
会
、

福
野
夜
高
保
存
会
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　

ア
・
ミ
ュ
ー
、
後
援
が
、
南
砺
市
、
南
砺
市資料 �� 令和 �年夜高太鼓競演会実施要項

観
光
協
会
、
富
山
新
聞
社
、
北
日
本
新
聞
社
、
と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ
で
あ
る
。

参
加
申
込
は
町
内
単
位
で
行
わ
れ
、
一
人
百
円
の
参
加
料
が
必
要
と
な
る
。
審
査
は
、

「
小
学
校
低
学
年
の
部
」「
小
学
校
高
学
年
の
部
」「
中
学
生
の
部
」「
そ
ろ
い
打
ち
の
部
」

「
笛
の
部
」
に
わ
け
て
行
わ
れ
る
。
原
則
と
し
て
、
同
部
門
ご
と
で
ペ
ア
を
組
む
が
、

部
門
の
違
う
ペ
ア
は
、
上
級
生
の
学
年
の
部
門
と
す
る
。
ま
た
、
一
人
一
回
の
出
場

を
原
則
と
す
る
が
、
ど
う
し
て
も
ペ
ア
を
組
め
な
い
時
は
、
同
じ
人
の
出
場
は
二
回

ま
で
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
審
査
対
象
は
点
数
の
高
い
一
組
の
み
と
な
る
。

競
技
時
間
は
、
ペ
ア
の
部
に
お
い
て
は
、
太
鼓
の
打
ち
始
め
か
ら
一
分
三
〇
秒

以
内
、
そ
ろ
い
打
ち
の
部
に
お
い
て
は
、
三
分
以
内
で
あ
る
。
超
過
し
た
場
合
は
、

減
点
の
対
象
と
す
る
。
服
装
は
、
揃
い
の
町
内
法
被
、
は
ち
ま
き
、
町
に
よ
っ
て
は

地
下
足
袋
を
履
く
。

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
の
出
場
町
は
、
七
津
屋
、
浦
町
、
四
区
町
、
新
町
、
松

原
本
町
、
御
蔵
町
、
横
町
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
小
学
生
低
学
年
の
部
二
六
人
一
四

チ
ー
ム
、
小
学
生
高
学
年
の
部
二
三
人
一
二
チ
ー
ム
（
う
ち
一
チ
ー
ム
二
人
当
日
欠

席
）
、
中
学
生
の
部
二
六
人
一
五
チ
ー
ム
、
そ
ろ
い
打
ち
の
部
五
町
二
〇
人
（
小
六

〜
中
三
）
、
笛
の
部
七
町
三
五
人
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
、
小
学
生
低
学
年
の
部
、
七

津
屋
一
〇
人
五
チ
ー
ム
、
浦
町
四
人
二
チ
ー
ム
、
四
区
町
三
人
二
チ
ー
ム
、
新
町
二

人
一
チ
ー
ム
、
松
原
本
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
御
蔵
町
三
人
二
チ
ー
ム
、
横
町
二
人
一

チ
ー
ム
、
小
学
生
高
学
年
の
部
、
辰
巳
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
七
津
屋
六
人
三
チ
ー
ム
、

浦
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
四
区
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
新
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
御
蔵
町
四

人
二
チ
ー
ム
、
横
町
六
人
三
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
、
辰
巳
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
七

津
屋
五
人
三
チ
ー
ム
、
浦
町
七
人
四
チ
ー
ム
、
四
区
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
松
原
本
町

五
人
三
チ
ー
ム
、
御
蔵
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
横
町
三
人
二
チ
ー
ム
、
そ
ろ
い
打
ち
の
部
、

七
津
屋
四
人
一
チ
ー
ム
、
浦
町
四
人
一
チ
ー
ム
、
松
原
本
町
四
人
一
チ
ー
ム
、
御
蔵

町
四
人
一
チ
ー
ム
、
横
町
四
人
一
チ
ー
ム
、
笛
の
部
、
辰
巳
町
三
人
、
七
津
屋
七
人
、
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浦
町
七
人
、
四
区
町
三
人
、
新
町
（
太
鼓
保
存
会
）
、
松
原
本
町
七
人
、
御
蔵
町
四
人
、

横
町
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
小
学
生
低
学
年
の
部
が
、
松
原

本
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
七
津
屋
一
六
人
八
チ
ー
ム
、
御
蔵
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
四
区

町
二
人
一
チ
ー
ム
、
新
町
三
人
二
チ
ー
ム
、
横
町
五
人
三
チ
ー
ム
、
小
学
生
高
学
年

の
部
が
、
七
津
屋
五
人
六
チ
ー
ム
、
御
蔵
町
四
人
二
チ
ー
ム
、
浦
町
三
人
二
チ
ー
ム
、

四
区
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
新
町
三
人
二
チ
ー
ム
、
横
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
辰
巳
町
二

人
一
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
が
、
松
原
本
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
七
津
屋
四
人
二
チ
ー

ム
、
御
蔵
町
二
人
一
チ
ー
ム
、
浦
町
五
人
三
チ
ー
ム
、
横
町
四
人
二
チ
ー
ム
、
辰
巳

町
四
人
二
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
ろ
い
打
ち
の
部
は
、
七
津
屋
四
人
一
チ
ー
ム
、

御
蔵
町
四
人
一
チ
ー
ム
、
浦
町
四
人
一
チ
ー
ム
、
横
町
四
人
一
チ
ー
ム
、
笛
の
部
は
、

松
原
本
町
二
人
、
御
蔵
町
一
人
、
浦
町
三
人
、
四
区
町
一
人
、
横
町
六
人
、
辰
巳
町

三
人
の
申
し
込
み
と
な
っ
て
い
た
。

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
の
エ
ン
ト

リ
ー
は
、
小
学
校
低
学
年
の
部
が
、
御
蔵

町
二
人
一
チ
ー
ム
、
松
原
本
町
二
人
一

チ
ー
ム
、
辰
巳
町
五
人
三
チ
ー
ム
、
七
津

屋
一
五
人
八
チ
ー
ム
、
横
町
一
一
人
六

チ
ー
ム
、
小
学
校
高
学
年
の
部
が
、
御
蔵

町
三
人
二
チ
ー
ム
、
辰
巳
町
二
人
一
チ
ー

ム
、
七
津
屋
八
人
四
チ
ー
ム
、
浦
町
四
人

二
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
が
、
松
原
本
町

二
人
一
チ
ー
ム
、
辰
巳
町
二
人
一
チ
ー

ム
、
七
津
屋
六
人
三
チ
ー
ム
、
横
町
三
人

二
チ
ー
ム
、
浦
町
五
人
三
チ
ー
ム
で
あ
っ

資料 �� 夜高太鼓競演会審査基準

た
。
そ
ろ
い
打
ち
の
部
は
、
七
津
屋
四
人
一
チ
ー
ム
、
横
町
四
人
一
チ
ー
ム
、
浦
町

四
人
一
チ
ー
ム
、
笛
の
部
は
、
松
原
本
町
二
人
、
横
町
数
名
、
浦
町
六
人
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
あ
っ
た
。

審
査
員
は
、
夜
高
太
鼓
保
存
会
か
ら
会
長
含
む
四
人
が
当
た
る
。
審
査
基
準
は
、

図
３
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
〇
〇
点
満
点
と
し
、
太
鼓
の
打
ち
込
み
が

五
〇
点
、
リ
ズ
ム
が
三
〇
点
、
ペ
ア
の
揃
い
方
が
二
〇
点
と
い
っ
た
配
点
で
あ
る
。

な
お
、
立
ち
位
置
や
姿
勢
、
音
の
強
弱
、
小
バ
チ
、
大
バ
チ
の
打
ち
込
み
、
相
手
や

笛
と
の
呼
吸
、
競
技
時
間
等
細
か
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
定
め
ら
れ
る
と
と
も
に
減
点

項
目
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
夜
高
太
鼓
の
打
ち
方
の
規
範

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
２
は
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
第
四
四
回
の
大
会
次
第
で
あ
る
。
一
三
時

に
開
始
、
会
長
挨
拶
、
審
査
委
員
紹
介
、
審
査
方
法
の
説
明
の
後
、
小
学
校
低
学
年

の
部
か
ら
演
技
が
開
始
さ
れ
る
。
高
学
年
の
部
、
中
学
校
の
部
、
そ
ろ
い
打
ち
の
部表 �� 令和 ��年�第 ���回夜高太鼓競演会次第
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��� 夜高太鼓競演会�全体

��� 夜高太鼓競演会�ペアの部

��� 夜高太鼓競演会�そろい打ちの部

��� 夜高太鼓競演会�表彰式

で
審
査
対
象
と
な
る
演
技
が
終
了
す
る
。
な
お
、
そ
ろ
い
打
ち
の
部
は
、
二
つ
の
太

鼓
を
二
人
ず
つ
の
ペ
ア
で
打
つ
も
の
で
、
祭
り
の
太
鼓
と
は
異
な
り
、
基
本
と
な
る

打
ち
方
に
創
意
工
夫
を
加
え
、
笛
の
節
と
の
関
係
や
太
鼓
の
リ
ズ
ム
の
組
合
せ
を
変

化
さ
せ
た
り
、
個
々
の
打
ち
手
の
技
能
や
合
わ
せ
方
の
妙
味
、
掛
け
声
の
か
け
方
を

工
夫
し
た
り
し
て
、
個
性
的
で
見
応
え
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
用
の
太
鼓
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
後
、
保
存
会
に
よ
る
模
範
演
奏
が
披
露
さ
れ
る
。

審
査
発
表
、
表
彰
式
は
、
保
存
会
会
長
に
よ
る
総
評
の
後
に
行
わ
れ
る
。
賞
は
、

ペ
ア
の
部
に
「
南
砺
市
長
賞
・
富
山
新
聞
社
賞
・
北
日
本
新
聞
社
賞
（
各
部
門
一
組

計
三
組
）
」
、
「
夜
高
祭
連
絡
協
議
会
長
賞
（
各
部
門
一
組
計
三
組
）
」
、
「
夜
高
保
存
会

長
賞
（
各
部
門
一
組
計
三
組
）
」
「
ア
・
ミ
ュ
ー
賞
（
各
部
門
一
組
計
三
組
）
」
、
「
そ

ろ
い
打
ち
の
部
」
に
「
夜
高
太
鼓
保
存
会
長
賞
（
優
勝 

次
賞
）
」
、「
笛
の
部
」
に
「
優

秀
賞
」
が
授
与
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
後
に
部
門
毎
で
記
念
撮
影
が
あ
り
、
閉
会

の
挨
拶
で
終
了
と
な
る
。
な
お
、
市
長
賞
受
賞
者
に
は
、
楯
と
バ
チ
が
、
そ
ろ
い
打

ち
の
部
優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
呈
さ
れ
る
。

ま
た
、
ペ
ア
の
部
の
南
砺
市
長
賞
、
そ
ろ
い
打
ち
の
部
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
祭

の
際
に
上
町
四
つ
角
の
ス
テ
ー
ジ
出
演
、
演
技
披
露
の
依
頼
が
あ
る
。


